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ブリ落網の改良に関する研究

中層落網の模型実瀞について(第1報)

金　森　政　治,江　汲　澄　雄

Studies on the lmprovement of Yellow-tail Setting Net.

On the 'Model Experiment of ･Mid-layer Trap-net. (1)

Masaji KANAMORI and Sumio ENAMI

1.紺　　　　　百

本研究については,さきに予報(i)として報骨したように,滑乗のブリ落網が水南下に敷

設され,この方向に改良発達するであろうことが予察されるので,従来行われた種々の底

逮網('2)(3)或は類似の定置網の模坤実験的研究(4)(5)(6)や実.1･･･&試験C7)の結果から勘案して｢ブ1)

中居落網｣と林するものを設計し,その模型実験的研究を行い,浮泣九　沈降九　固定力

の増減及び種々の洗向流速に対する網成りの変化,土俵のすれる限外を究明し,その所要

資材の合理的軽減を計り,理想的構造の落網を考案しようとするものである.

2.考案した網の構造と操業の方法

設計したブリ中居落網の重要寸法,構造上の特色,網地配置は第1因及び第1, 2表の

通りで,身網の長さ120臥　胴張り　35聞,心張り10問,運動場の側55間,外登り

35 P札　褒網の長さ30 HiJ,幅15問,深さ8閲とし,連込水深27尋の漁場に敷設しよ

うとするものである,この網の特色とする主なる点は享欠の通りである.

1)登網に天井網を付けて次第に水面下に導き,心張りの部分は水面下5尋に吊り下げ

られている.

2)嚢網の容積を従来のものの的喜程度に小さくし,天井網を付けて水面下5尋のとこ

ろに吊り下げた.

3)登網と嚢網は綿諌網で新の太さの割合細いものを使用した.

4)魚捕立場の巨那宛と台の土俵綱とをブtlツク操作によって連結し,操業の時にこれを

弛めることによって揚網を容易にする為の一助とし.た.

5)網地の中央部に方形5尺の孔口をつけた漏斗網を褒網中央部に装して乗網した魚群

の連出を防いだ.

6)揚網は漏斗網を取り付けてある嚢網の中央部を水面上に引き揚げてから行うように

した.このことは従来の心張り下の落口を水面まで引き揚げる労力を省き,且つ操業時間

の短縮と簡易化を計ったものである. (褒網に入った魚は漏斗網の前には長時Pr,r】滞留する

ことが無いようである.)揚網に使用する胎は小舟2隻で嚢網の沖と陸側に分れ嚢網の敦

の下から円材を渡し,天井,敦を一枚に重ねて魚を魚捕部えせめてゆくようにしたもので

ある.
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3.実験に俵した模型網製作の方法

実験に供した模型網は田内博士の漁網の比較法則(8)に従って製作しh･

1)模型網と実物網との此Al/13-1/300とし,各部の寸駄網地の大いも網額の長

さは稔てこの縮尺に従って決めた･

2)模型網の網解の太さD'と網目の太いさし′は実物網の夫々D〝, lノ′に対して対

応するどの部分についてもL′/L′′-D'/D′′-0.131となるようにLtjt･模型網の縮緒は各

部とも実物網のそれに等しくしれ
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第1表　　網　　　　葉頁

前　　奥

網　地

所　要

間　数

網　地

重　量

模型網

材料牒緋合

襲網天井網

//　　//

〝　敷　網

I/　　　I/

･′　沖側網

//　　　//
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//敷　約

∫/沖側網

I/陸側網
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//沖側網

･′　陸側網

//下すど

′′　医　網

I/　　　[/

障　子　網

/′

垣　　　網
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第■2表　網　　　頬

名　　　称

''習rせ.,_附

//l 40 チ

I/　35: 1

1
//　　44　　2

I/　10　1

狼網型網

下すど型網

上すどかすがひ

胴　張　り　網

心張　り　網

外資口前浮子綱

I,側浮瑚I I,

内萱口前浮子網

ケ　側浮子網

襲網側網

･/立投網

障子網浮子網

垣網塑嗣

障子網開キ綱

'/渡シ嗣

内萱先ノ張網

漏斗先ノ破網

17,;,:,qFI:,5795

3紺

襲網吊下げ嗣

I/引投網

滑事曳索

下すど浮子網

〝　沈子網

_ i-I:-':::'=:i_:-_::_':iI---

I_I_=_二~~〒::-

I/脚''

襲網側沈子嗣

I/立換I/

･7　土俵嗣

立投付
土俵網渡シ

8S

:::i ≡

∴三
// 1 24I 1

mrn
0.3 1

0.35

1/

0.3 1

I/

〝

〝

I/

//

I/

//

I/J

I/

∫/

I/

3)･実物網の網糸マ昌ヲヤワヰンに対し模型網では綿糸を使用し･ja･模型網と実物網の

網糸の比重を夫々P'及びp",清水比重をp'."海水比重を〆′9.,とすると模型網が受け

る流速Ⅴ′と実物網のそれⅤ′′との関係は

守pH一〆′.〟 -

0,131 ･
1.39- 1

1.41 -1.026
-/0.133 = 0.365

となる.

4)実物網の一部に紬解を使用し,模型網に絹練を使用する場合･模型網の網解の此賓

と太さをp'p, D′p,実物網の夫々をp"p, D′′pとすると網解の太さの決定には

D,p- i::[ ･ pup- pow

plp- p',o

･ Dl/p-0.194D''p

を使用した. (細線の比重1･25)

･田内(a,は叢-昔･吉宗玉とし,宮本こ】0,は実物網が敵中に敷設されるに対し槙柳は

V′ii D'(p'-p'叩)

清水中で実験されるので海水比重を考鮭に入れて守巧 D′′(〆′ -〆′,I,)

網では両式の計算値の差は頗る僅少で殆んど変らぬと見てよい･

としている.本実験
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5)実物網ではマニラ･ロープを使用するのに対し模型網で綿続を使ふ場合の太さの此

Dl'_

Dl〝

は

Vi,I-, ･叢i,I-, ･蒜･罷-V去･ o･133
･呂筈- o･00209

マニラ11-プに対し絹解を使用する時

3 - 0･026
ワイヤ-tl-プに対し綿糸を使用する時

B, - o･088･
6)模型網につく浮子の浮力F'と実物網の浮力F''との関係は

Fl  llii Vl』

す176 ･甲- 3& ･ 0･133-1･46×10-6

で計算し,上質のコルクを使用した.

7)土儀について模型網と実物網の相似を満足させる保件は

節,176･ -VT,五･芋･ #-姦･ o･133 ･謡･oo&-301･2×10-7
W/　A†j Vl之

である.ここでW', γI及び〆は夫々模型網の重さ,その沈降係数及び固定係数であ

り, W〝, TT　及びFL"は実物網のそれらである.

8)沈子については昔ニー荒･蒜･芋の関係式を使用し, -沈子については

S,'戸8･76×10-7自然批ついては#,-9･7×10-7なる値を得て,土俵,沈子ともに比

塞ll.34の鉛を使用した.

4.実験装置の概要

模型実験は東海区水産研究所船型試験水槽(長さ70米,巾3.2米,深さ2米)を利用し

模型牽引車に特別に装置した2米平方ジュラルミ-/枚の模型網連込磐(宮本秀明博士考案

になるもの)を使用し,盤上に連込んだ模型網を所要速度で静水中を移動し,網の連込の

向きを変える事により種々の流向,流速が与えられるようにしてある.この装置は現在の

ところ側面からの直接観察は出来ないが,追抜抵抗の影響を少くして一両を純子張りにし

た紡鷹形の容器中に写虞機を装置したものを連込盤と共に移動するように取付け網成の変

化を樺影した.叉同時に水面上からも撮影するように装置してある.今回の実験装置では

網地rLかかる流れの抵抗を測定する装置を炊いたので,これらについては観察することが

出来なかった.

5.観　　察　　事　　項

模型実験は同じ網について浮力,沈降力,固定力の大きさを第3表,第4表1, 2, 3,

に示したように実験番号毎にその組合せを種々に変えたもの6種について行った.但し実

験番号Ⅰ ～Ⅳは外登網と褒網の部分の側張りが第1図の実線で示したように沖,陸閲の幅

の坊がったものであり, V, Ⅶは点線で示したようにその幅を狭めて側張網の虞下に登網

と嚢網を吊下げて実験したものである.実験は各番号毎に下記のようなa～fの種々の流

向と流速を与えて主として網成りの変化,魚の莱網,損業の難易,浮力と固定力との釣
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令,土俵のずれ始める流速の限外等について観察した･

実験番号　　Ⅰ　Ⅰ　　Ⅱ　　Ⅳ　　Y　　Ⅶ

流　向　　a～f a～d a～d a～d a～d a～d

a ;連動場台から流れを受けたもの

b ; aの反対即ち魚捕部から流を受けたもの

C ;陸から沖-即ち端口から流を受けたもの

d ; Cの反対側ち沖から陸-,運動場の突き当りに直角に流を受けたもの･

｡ ; a･とCと･の中間から即ち斜め陸から身網に45oに流れを受けたもの･

f ; bとdとの中間から即ち斜め沖から身網に450に流れを受けたもの･

第　3　表

≡三三‡=≡
沈　　子

6.観察結果の概要

1)網成りの変化粟網,操業の難

浮　　子　　　　易

浮　力

第4表の1土　　　俵

土俵塞畳廃撃轡
鉛土俵
重畳計

名　　　　称

土俵嗣
一本分

土俵重量

狼　網　土　俵

垣　網　　〝

ソコツナギ土俵

D3

D4

音匝　網　'/

垣　網　'/

ソコツナギ土俵

腹　網　　′/

垣　網　'/

ソコツナギ土俵

狼　網　'/

塩　野　〝

ソコツナギ土俵

狼　網　　ケ

短　網　'/

ソコツナギ土俵

計

Si.F2i:o::g:

精
b…i 3…?;75g.o?

5… I-等

この事については実輸番号毎に夫々

詳細な観察を試み充が,漁場に於ける

流向が最も願繁に起るのはa, bの場

合であることから,ここでは比較対照

上実験番号Ⅰ, C, Ⅶの3種を選んで

a, bの流向について硬々の流速を与

えたものの観察結果を示す事にした･

実験番号Ⅰ (第2国,第5表)巽陵

番号耳(簡3図,第6表)実験番号Ⅶ

(第4因,第7表)

2 )一土俵のすれ(9)(111)

実験番号Vを除いては各}tについて

種々の流向による土俵のすれ始める流

速の限外を測定Lh.流向a～fの説

明及び実験番号毎にその浮子,沈子,

二f-瀬の数と童の組合せの異ることは前

項に述べた通りである.

各々について下記の事項を計算によ

って求めると,その数値は第8衣に掲

げた通りである.

1.台及び側の浮力と土俵の薬量と

の関係

2.運動場台固定力と嚢網台固定力

との比

3.例の固定力と合の固定力との此

4.側の固定カと魚捕部台の固定力

との比
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5.土低の仝水中重量と浮子の垂浮力との此

6.絵　固　定　力

7.固定力と余剰浮力との此

8.網の単位面積当り土俵の固定力

9.網の単位重量当り二ヒ俵の固定力

第4表の2　　浮　　　　　子

名

運動場合浮子

魚捕台　浮子

側浮子　a

側浮子　al

側浮子　a2

内管外登ノ
ガ　ラ　ス　玉

狼網　浮子計

垣網浮子

普 乱575kg

651 :24i三;0.

模型網
コルグ浮子

浮　　力

蔓喜子….llIi_≡

第4表の3　　沈

訂童8Ji88oF

模型網
コルク浮子

浮　　力

gr
2.26

2.26

4.91

4.2

2.62 5

0.12

重畳計l警護慧名

褒網下沈子

内登側,/

内登口前//

外登側,/

外望口前　〝

漏斗網下//

運動場側,/

障子網下　〝

脂網沈子計

垣網下沈子

0.05 12

0.0728

0.0 0 95

0.0080

0.0 683

0.0172

0.1637

0.0097

0.6950

0.0986

0.061 1

0.036 4

0.0046

0.2548
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第5　表　　実験番号Ⅰ

cm/eec
模　型　網　の　網　成　牡　の　変　化

運動場の側張りの浮子は水面下に沈み,横切り側網の網裾は端口の左側の障子
網まで吹かれる.萱網の敦の口前が潮下にずれる.土俵のずれは無い.

運動場の側張りと胴張りの洋子が沈む.萱網の敦の波動が大きくなる.遊動場
台の土俵が少しくずれる.

魚揃の台を残して側張りの浮子は湖上に向って下向き傾斜をなして沈む.湖上
の横切りの台の土俵網12本のうち10本の土俵がずれる.運動場の激は浮上して
海底から離れ,萱襲網共に変形して乗網困難となる.

側張りの沈降の傾斜は前よりも強くなる.運動場合及湖上から3つまでの側浮
子からとった土俵が沖陸共にずれる.運動場の激は完全に海底から離れ登締褒
網共に波動が大きく,変形し,乗網は不可能となる.

襲網,登綱の側張りの浮子がその順に深く沈む.運動場の網成り長好乗網に支
障が無い.

側張りの浮子は襲登網及び運動場の牛分まで沈む.登網の敦の口前は端口の半
分の線まで潮下にづれる.垣網のふくらみが端口の過牛以上を塞ぐ.魚捕台土
俵は内側6本づれる.

運動場台のみ残し他の側張り洋子は全部沈む.魚捕台士族10本づれ,褒網の敦
と登網の敷とが海底近くで一直線になり,操業不能と認められる.

運動場台も全部沈む.魚揃の台の土俵は全部づれる.萱網の教の口前は益々潮
下にづれる.襲網の激と萱網の数とは前より更に海底に沈降し,乗網操業共に
不可能と認められる.
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･k_

㌫二'!'.てこ-:: i

で

t､Ⅶ恥･ ∴　~Tて∴∴‥L':干魚二∴7･~

流　速

cm/see

第6表　実験番号Ⅱ

模　型　網　の　網　成　り　の　変　化

ー_. -　　　　｣　　　　_

a L　6.0 I網成りは極めて良好.側張り洋子は沈まない･

湖上の側破り浮子は水釘付れずれに沈む程度･登網の激が波動するが網成り
は概して良好.土俵U)ずれ仕掛､･

運動場の側張り浮子だけが多少沈む･端口下の運動場の激が多少浮上の傾向が
ぁる.萱網の激の波動が大となるが乗網に支障はなく土俵'7)ずれも鰍､･

_ "_.___　_　-I--　-----一一---一二二_I_-I=- -_二　二-二二二一-:--::-二･一二二-二･~--‥~~~二二JJ--LJ=_　　　　　　　　　~ ~　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一. -.■-■L

b l　6･O l襲網の側張り浮子が多少沈む程度で網成り良好･　　　　　　　__

運動場の側張り浮子以外のものが沈むが褒網,登網の網成り良好である･土俵
のずれはない.

15.0慨撃£FL-呈讐謡欝芸諾,L謡等謂盗望遠等警禦欄が潮下に吹
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第7表　実験番号Ⅶ

cm/see
模　型　網　の　網　成　り　の　変　化

a I　4.7 i網成りは極めて良好である.

潮上では運動場の浮子が沈み,網裾が多少吹かれる･網成りは登網,襲網共に
よろしい.

例張りの浮子は潮下の台浮子を残して,湖上に向って順次に下向き傾斜をなし
て沈む.運動場の教が僅かに浮上し外要綱の教が上下に波動するが網成りは良
好である.土俵のずれは無い.
_I--　一一､---　　L--l　-- ､--　　　　　一一　　　　　L一日　-　---　-､一-　-一一一　　　一　.　-L-　--　-Ml一一　　　11-I-　A1---------I-一　一一-､,--　一　一日-　L一一LL-

潮下の台浮子だけが水面上に残る･湖上の台の土俵がずれ,網裾は海底から浮
上する.外萱網の数の波動が大となり褒網は浮上の傾向を示す･

一章5･0 網成りは極めて良好である･

9.0 l潮上で褒網の側張りの浮子が陛かに沈む程度である･

側張りの浮子は湖上で襲網,外要綱の部分が沈む･運動場の網成り良好で璃口
の網裾は浮上しない.萱網の激が多少吹き上げらるが魚の莱網に支障は無い･
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第　　　　8　　　　表

第　5　図
鯛の単位南棟当･り土俵の固定
カと土俵のずれ始める流速

ol04　･'･.∫ o.8　■/　　　　　01

β/A　ー

0十　　　cc　　08　JO

綱の単位魂畳当･り土俵の固定
カと土俵のずれ始める流速

メ/壷/

/!-/;
X

6　　∂　一0　　　　　　20

a/W,Lー

中　　古b eo /oQ
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以上のような俵件を持った夫々の網

について各流向に対し1土俵が網を支え

得る流速の限外を測定すると第8表右

隅に示すような結果が得られた.

網の単位面積当り土俵の固定力B/A

及び単位重畳当り土伐の固定力B/Wn

と,測定された土俵のすれ始める流向

別流速との関係を図示すると第5図の

通りで大兄網が固定される最大流速が1

はB/A及びB/W..に比例すること

が推察出来る.

7.要　　　　約

1)流れの抵抗を少くして資材と労

力を節約すると共にブリの習性を利用

して漁獲能率の増加を計るために,登

網と嚢網を水南下に導いて連込む中骨

式落網を設計し模･aJ?実験を行った.

2)各実験を通じて浮力(余剰浮

力)が多すぎた.従って固定力が滅殺

され,土俵のずれが早いようである.

固定力を増大する為には土俵の重量を

増加するよりも,網成りによる操業可

能の限外と土俵のずれの限外とを勘案

して浮子を減じ即ち余剰浮力を減少させる事によって相対的に固定力を噂すべきである.

3)流向a, bに対し流速15-20cm/secまで網成りは良好であるが, dとCの場合

は特に褒網の変形が速かであった.従って嚢網はもう少し大きくしてもよかろう.

4)披業は運動場台から水流を受けた場合が最も容易で流速20-25cm/sec位まで揚

網可能であると思われる.

5)この様な網では嚢網が小さいとゆう理由で魚捕部台の固定力を運動場台の固定力よ

りも小さくしても良いと考えるべきではなく,予備実験の結果によれば中骨式落網に於で

も両者の比は1乃至1の近似値であることが望ましい.

6)外登網と嚢網との側張摘剛ま第1図点線のように狭めた方が,吊り下げる力の平

均,網成り,操業上良好であると認めた.

7)褒網の中央部を引き揚げて網を起した場合軽くて簡単で且つ外萱網には金然力がか

からず変形することが無かった.従って外資網はその長さをもつと短かくしても良い棟で

こゝで云ふ固定力は土俵の水中重患と浮子の浮力との差を屯で概算し,叉網林の太さD,網目の

大さ2L.身網片側の長さふ.身網の巾11.水洗をHとするとAは次のように計算された.

A…D/2L･A(Al･2H)-ZEl･201･8･134･8-3･4×10- (･:網の受ける抵抗R-A)

Wnは網を仕立てるに要する網地の絵墓宜を屯で表したものである.
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ある.

8)内登網は垂然漁去するか或はこれに代えて一枚の網地で構成する漏斗網とする方が

有効と考えられた.

9)運動場をなるべく小さくし障子網の効果を検討すべきであると想われる･

10)中居落網に於ても土俵のずれ始める流速と網の単位南榎(重量)当r)土俵の固定力

との蹄係は他の落し網と同様であることが推察され潅.

ll)以上の実験考察から得られた資料を綜合観察して,要求される種々の保件を具備す

る網と,別に網全体を重く水面下に連込むように設計し翻岡について模型実験的研究を行

い,主として下記のことについて究明したいと考えている.

1.夫々の流向,流速による網全体が受ける抵抗と土俵網にかかる張力の分布について

精密測定する.

2.浮子の増減による網成り及び固定力との蹄係について相対的に測定観察する･

本研究は昭和26年度文部省綜合科学研究費による｢漁網の研究｣の分担研究である･実

験に当って本研究の代表者東京水産大学教授凹内森三郎博士から種･k御忠言と御指導を賜

った.実験は東海区水産研究所宮本秀明博士の御恕切なる助言と実地指導によって行い,

且つ原稿の御校閲を賜った.叉同所の野村,林,下略の諸氏から実験観測について御助力

を得た猶実験の機会を御与え下さって激励を減った山本水産学部長に併せて深甚の謝意

を表する次第である.

R i s u m i

The yellow-tail set-ting net get the large amount of resistance of cur-

rents, and for this reason much amount of gear and material of fishing was

used, moreover the number of laborers increased･

For the pourpose of this imployment･ authors designed the mid-layer

trap rlet, and studied on this model ejiperiment･

In this experiment they obtained the following results･

1. The form of net varied accordance with the direction and speed of

current. (of. fig. 2,3,4. table 5,6,7･ ).

2. ,The limit of first slipping of sandbags decided by the buoyancy,

siIlking power, and fixing power･ (of･ table 8･)･

Now, they wish to study the resistance of current occurir)i by the

variations of buoyancy.
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